
【中学校道徳講座】 

令和２年度 

「考え、議論する」中学校道徳科授業づくり講座 実施要項 

 

１ 目 的 

  道徳科の授業の充実を図るための実践的な研修を通して、指導力の向上を図る。 

 

２ 期 日  令和２年７月３日（金） 

 

３ 会 場  福島県教育センター （福島市瀬上町字五月田 16） 

 

４ 日程・内容 

時  間 内          容 

 9:40～ 9:50 

 9:50～10:00 

10:00～10:50 

11:00～12:00 

 

13:00～13:50 

 

14:00～15:00 

15:15～16:20 

 

 

16:20～16:30 

受 付               ※受付場所 第１棟 ４階１４１研修室 

開 会                                                  １４１研修室 

協  議    「道徳科指導上の成果と課題」 １４１・１４２・１４６研修室 

演 習  「考えを深める道徳科の授業構想Ⅰ」 

・授業構想についての班別演習 

演 習  「考えを深める道徳科の授業構想Ⅱ」 

・授業構想についての班別演習 

講 義   「子どものよさを価値付ける道徳科の評価の実際」１４１研修室 

協 議  「考えを深める道徳科の授業構想Ⅲ」 

１４１・１４２・１４６研修室 

・検討した授業構想の発表 

閉 会                         １４１研修室 

 

５ 準備物等 

 (1) 書籍及び資料等 

○ 「私たちの道徳」 平成２６年２月 文部科学省（学校にない場合、文部科学省Ｗｅｂサイ 

トよりダウンロードして印刷し持参すること。） 

  (2) 事前課題 

  ○ 「道徳科指導上の成果と課題」で使用する協議資料 

   ア 様式等 

        ・A４判縦１枚（下記の様式１、内容でまとめる。） 

    （様式１） 

学校名 ○○立○○中学校  担当学年 学年 氏 名 ○○ ○○ 

「道徳科指導上の成果と課題」における協議資料 

１ 成果が上がっていること 

 

２ 課題と感じられること 

        ※道徳科の指導全般における成果と課題についてまとめる。 

   イ 提出方法 

    ・６月１８日（木）必着 

    ・Email で送付（下記「８ 問い合わせ先(2)研修内容について」へ送付する。） 

          ※件名を「専門道徳－課題」として、本文には所属校と氏名を明記し、協議資料を添付す       

る。 

  ○ 「考えを深める道徳科の授業構想」で使用する協議資料 

   ア 様式等 



        ・A４判縦１枚（下記の様式２、内容でまとめる。） 

（様式２）（記入例） 

学校名 ○○立○○中学校 担当学年 学年 氏 名 ○○ ○○ 

資料名：二人の弟子 内容項目 Ｄ（２２）よりよく生きる喜び 

ね

ら

い 

自分の弱さを強さに変えられるという自信をもってよりよく生きる喜びを見いだそ

うとする心情を育てる。 

各場面 主人公の心の動き 

○ 修行から逃げ出した道信が西山寺

に戻ってくる。智行は、道信が逃げ

出したときのことを思い出す。 

○ 逃げ出したくせに今さら戻ってくるとは。 

○ あのとき、厳しく止めたんだ。 

○ でも、振り切って逃げ出してしまった。 

○ 智行は、道信が逃げ出してからど

のように生きてきたのかを聞く。 

 

○ 道信の話を聞いて、非難する。 

○ 道信の真意を図りかねている。 

○ いくら道信が望んだって、戻れるはずが

ない。 

○ 寺に戻ることを許された道信に対

して、智行は怒りを抱く。 

 

○ 罪を犯した男を、寺に戻すのはおかしい。 

○ 上人様が道信を受け入れた理由が分から

ない。 

○ 上人様が道信を再び受け入れた理

由を聞いた智行は、池のほとりで純

白に輝く白ゆりを見て、涙を流す。 

 

○ 確かに道信は悪いことをしたが、人間と

してのよさを見つめることも大切だ。 

○ 自分の弱さを強さに変えることに、喜び

を見いだすべきだ。 

※内容については、以下の資料について分析を行う。 

         「１冊のノート」（家族愛、家庭生活の充実） 

   イ 提出方法 

    ・受付時に１部提出 

 (3) その他 

  ○ 共済組合員証、上履き 

    ○ 食費 ４２０円 

※教育センター内の食堂を全員利用するので、受付時に納入する。 

 

６ 留意事項 

 (1) やむを得ず欠席・遅刻・早退をするときは、所属長に連絡し、指示を受ける。 

  (2) 車で来所する場合は、来所経路・駐車位置について「駐車場案内図」を事前に確認すること。  

なお、駐車場に限りがあるため、乗り合わせや公共交通機関の利用に御協力ください。 

※「駐車場案内図」は、教育センターＷｅｂサイトで確認すること。 

 

７ 研修講座受講後のアンケートについて 

  受講３か月後以降に、教育センターＷｅｂサイトの「各種様式」内のフォーム「研修講座受講後

のアンケート」より研修の成果とその活用について回答してください。 

 

 

８ 問い合わせ先 

  (1) 欠席等について（市町村立学校は、市町村教育委員会・教育事務所経由） 

   福島県教育センター  総合企画チーム 

      TEL  024-553-3193 FAX  024-554-1588 

   Email center-kikaku-gr@fcs.ed.jp 

  (2) 研修内容について               

   福島県教育センター  教員研修チーム 道徳科担当 



      TEL  024-572-4183 FAX  024-554-1588 

   Email kyouin-kenshu-gr@fcs.ed.jp 


